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1. はじめに

異常気象の増加につれ，台風や豪雨による洪水が頻発
している．洪水災害後の復旧と人命救助には，迅速な浸
水状況把握が不可欠である．国土地理院は，災害発生後
に現地情報として災害地域の航空写真を撮影し，SNSで
取得した情報と撮影地域の標高データを合わせて，浸水
域と浸水深を表す浸水推定段彩図を作成している．しか
し，航空写真の撮影は天候と時間に依存するため，悪天
候によって撮影が遅延となった場合，浸水域の推定精度
が低下する．
近年では，天候・時間に関係なく地表面観測が可能で
ある利点から，合成開口レーダ（Synthetic Aperture Radar:

SAR）の観測データを使用した浸水域把握が注目されて
きた (Schlaffer et al., 2015)．ただし，高精度な浸水状況把
握を行うには，浸水域のみならず，浸水深も把握できれ
ばより迅速な復旧活動に寄与できる．そこで，本研究で
は，SARリモートセンシングを用いた浸水域把握に加え
て，数値標高モデル（DEM）を利用して浸水深を算出す
るモデルを提案する．

2. 使用データ

本研究の対象災害と対象地域は平成30年7月豪雨で被
害を受けた岡山県倉敷市真備町とする（図–1）．SAR画像
は，2018年4月14日，同年7月8日に撮像されたPALSAR-2

画像を用いた．また，DEMは，国土地理院が提供してい
る基盤地図情報データの5mメッシュ（標高）を用いた．

3. 手法

災害前後の異なる2時期のSAR画像を用いて解析を行う
ことで，浸水域範囲を抽出する．SAR画像に3次元グレー
レベル同時生起行列を施し，後方散乱強度（Intensity）を
算出し，災害前と災害後のIntensity画像を生成する．
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図-1 対象地域（岡山県倉敷市真備町）
　

図-2 SARデータで作成した浸水域の二値化画像
　

図–2に，Moya et al. (2019)の手法を用いてIntensity画像
から作成した浸水域の二値化画像を示す．ピクセル値が
低い部分は浸水域，ピクセル値が高い部分は非浸水域を
表す．黄色枠は，二値化画像から認識した浸水域を表す．
浸水域は，15つのポリゴンに分かれ，浸水ポリゴンの外
縁に位置する合計300個のピクセルの標高値を取得した．
各浸水ポリゴンの最大浸水深は，ポリゴン外縁にあるピ
クセルのうちの最も高い標高値から最も低い標高値を引
いた値とする．また，ポリゴン内のある地点における浸
水深は，同ポリゴンの外縁の最大標高値からその地点の
標高値を引いた値とする．
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本研究の結果を検証するため，現地調査で計測された
浸水深 (Nihei et al., 2019）と比較する．図–2に示したプ
ロットは検証用の浸水深データであり，0 - 6mの範囲で
1m間隔で示される．

4. 結果と考察

図–3に，各浸水ポリゴンの最大浸水深の分布図を示す．
検証用浸水深データとの検証は，各データ地点における
最大浸水深と最小浸水深で評価した．最大浸水深は，デー
タ地点の標高値とポリゴン外縁の最大標高値の差より算
出した．最小浸水深は，ポリゴン外縁にあるピクセルの
うち，データ地点の標高値と最も近いピクセルの標高値
との差より算出した．紙面の都合上，各浸水ポリゴンか
ら代表的な浸水深の結果を一つ選出し，検証用の浸水深
データと比較したものを図–4に示す．本研究の浸水深推
定結果は，実測データと1mから最大12mまで大きい差が
あることがわかった．また，最も面積が大きかった浸水
ポリゴン（図–2にAと表記されるポリゴン）に着目した
検証結果を図–5に示す．各データ地点における最大浸水
深は，実測データと1mから最大6.4mまでの差があり，実
測データと大きく乖離していることが分かった．
浸水深の結果に大差が生じた原因として，抽出した浸
水域の精度が低いことによって，浸水域外縁の標高を過大
に評価したためだと考えられる．本研究の浸水域は，災害
前後のIntensity画像より抽出したが，SAR画像撮像時の風
速や風向によってIntensity画像による浸水域の認識精度が
低下してしまうことが指摘された (Dellepiane et al., 2000)．
そのため，より正確な浸水深を算出するには，浸水域の
認識精度を向上させることが課題である．Intensity画像
と，位相差より算出できる干渉コヒーレンス（Coherence）
を併用することによって，浸水域の認識精度が向上する
ことが証明されている．Coherenceは2時期のSAR画像の
相関係数を表し，荒天候における広域被害把握に活用さ
れており，変動マップの生成が容易である (日本リモート
センシング学会，2013)．今後の課題は，Intensity画像と
Coherence画像を用いて浸水域を抽出し，より高精度な浸
水深算出モデルを構築することである．

5. おわりに

本研究では，既往手法の航空写真の代替として，SAR

リモートセンシングのみによる浸水状況把握を提案した．
SARデータと標高データを利用して，浸水深算出モデル
の構築を試みた．今後の課題として，他の災害ケースで

図-3 各浸水ポリゴンの最大浸水深
　

図-4 検証用データ地点における推定結果との比較
　

図-5 浸水ポリゴンAに着目した検証結果
　調査することで，本モデルによる浸水深算出の精度と汎

化性を評価する必要がある．
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